
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

実績値 目標値

50

H19（目標）

110 110

10

1,440 1,440 1,440
27 33 33

33 33

1,467 1,473 1,473

H18（予算） H19（予算）
活動指標

0.2 0.2 0.2

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

狂犬病予防法に基づき、事業を実施している。
①　飼い犬の登録
②　狂犬病予防集合注射の実施
③　飼育マナーの啓発

H17

成果（どうなるのか）

生後９１日以上経過した犬の飼い主 狂犬病の発生を予防し、住民被害の未然防止を行う。

経常的事務事業

担当部課名
作成者氏名

事業名 484

基本施策

伊賀市　事務事業評価シート

コード 名               称

狂犬病予防事業経費
０１

コード
一般会計

０４ 衛生費
14 感染症などの流行、拡大を防ぎ、食の安全を確保する ０１ 保健衛生費

会計
款
項

０１ 保健衛生総務費目
１０１ 保健衛生事務経費島ヶ原支所　生活環境課

小川　美智代 連絡先 ５９－２１０９ ０３ 狂犬病予防経費
細目

細々目

名            称

狂犬病予防注射頭数 頭

H17 H18 H19

102
1,440 1,440 1,440

27

27 33 33

単位

10犬・猫不妊手術件数 件 9

50

目標

目標
登録犬数を分母とし、注射頭数を分子とする比率を指標とした ％

47
50

達成度 2

効率性

狂犬病予防注射接種比率
（注射頭数／登録犬数）

3

有効性：犬の飼い主への周知
達成度：接種率の向上が必要。
効率性：支所業務として効率的な業務推進を図る。 B

総合評価

狂犬病予防注射周知のハガキは、犬の登録をしている飼い主に送付しているが、注射済の犬は４７％である。理由としては、登録犬の死亡等が考
えられるが、今後、未注射の飼い主に対しての対応（再度注射依頼・犬の現況）を検討する必要がある。

評
価

有効性 3

正規職員     （人）

H18（目標）事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17


